
丸山洋平の
自己紹介と活動紹介

新宿区自治フォーラム2026

2026年3月14日（土）＠ZOOM



自己紹介：丸山洋平

◼ 所属：札幌市立大学デザイン学部 共通教育

◼ 専門分野：地域人口学、家族社会学、人文地理学

➢ 主に「人口」と「家族」に関する研究をやっています。

➢ 公的データ（地域人口）の分析、定性調査データ（単身者の生活実
態）の分析の両方をやっています。

2



新宿自治創造研究所 非常勤研究員
（2012～2014年度）

福井県立大学地域経済研究所 特命講師
（2015～17年度）

札幌市立大学デザイン学部 准教授
（2018年度～）

3

新宿自治創造研究所を離れて以降







新宿自治創造研究所での研究活動

 将来人口・世帯推計

• 将来の住宅供給を考慮した地域人口推計手法「住宅－人口モデル」の
開発と実装

➢新宿区、特別出張所地域別の人口推計

• 住民基本台帳人口に基づく将来人口推計

 単身者の生活実態調査

• 壮年期・高齢期の生活像（生活不安層の存在）

• 行政サービスの対象外の存在



2010年国勢調査推計の検証
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住宅数高位シナリオ

住宅数中位シナリオ

住宅数低位シナリオ

資料：国勢調査、研究所レポート2012



特別区長会調査研究機構での取組



ミドル期シングルは、行政サービス的観点
からみて、属性的に問題があるとは考えられ
ていない人々でした。その見識は妥当なので
しょうか？

ミドル期シングルは、すでに2020年に東京
区部ミドル期人口の3割を占めており、それ
以後も上昇が続き、中でも前期ミドル期シン
グルは相対的に増加が大きいと見通されてい
ます。

納税者としての比重も相応に大きいミドル
期シングルを、まず政策対象として認識する
ところから始めることが必要です。

また、これらの人々の多くがやがて高齢期
シングルになり、高齢者政策の対象となる時
代が近いことを認識する必要があります。

—「終章」より



最近の研究

 将来人口推計

子ども女性比の分母年齢設定と推計精度との関係

自治体職員のアイデアによる将来人口推計ツール作成

 人口移動

札幌市をめぐる人口移動の標準化

人口移動経験と家族観・結婚観との関係

人口ダム機能の評価方法

 学際的な研究等

地域指標の客観的解釈

超高齢化団地におけるAIオンデマンドタクシーの社会実験



リベラルアーツ教育との関わり

 SCUのリベラルアーツ教育のポリシー

以下の4つの態度を涵養し、学生の「学ぼうとする態度」を引き出す教育を本学のリベラル
アーツ教育と位置付けます。

１ 知識をただ蓄えるのではなく、問題解決に向けて柔軟かつ的確に活用しようとする態度

２ 未知の体験に対して驚きや違和感を受け止め、深い学びへと昇華しようとする態度

３ 既成の価値観に依存せず、自ら問いを立て、独自の視点で論理を構築しようとする態度

４ 他分野に知を開き、異なる視点や知見を積極的に吸収し、連携を図ろうとする態度

 本学は学生が「学ぼうとする態度」を大学在学中のみならず、生涯にわたり持ち続ける
ことにより自律的に成長し続けることを願います。本ポリシーでは「学ぼうとする態
度」に必要な要素と、それを育むために本学が提供する学修環境を示し、これらを教育
活動の原則として持つこととします。


	Slide 1: 丸山洋平の 自己紹介と活動紹介
	Slide 2: 自己紹介：丸山洋平
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6: 新宿自治創造研究所での研究活動
	Slide 7: 2010年国勢調査推計の検証
	Slide 8: 特別区長会調査研究機構での取組
	Slide 9
	Slide 10: 最近の研究
	Slide 11: リベラルアーツ教育との関わり

